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申込み

※申込書は、市政情報プラザ、総合支所、市民センターなどの市施設に設置
しています。また、市ホームページ（トップ→ようこそ！市長室→市民と
の直接対話事業→「まちづくりトーク」（7月開催分）参加者募集！）から
もダウンロードできます。

※懇談は3件（1件20分）までとし、申込多数の場合は抽選。

7月22日（金）　午後3時～4時

市政情報プラザ（市庁舎1階）

市内に住むか通勤・通学する方または5人以内のグループ

6月28日までに申込書をファクスまたは電子メールで

ひごまるコールへ。

※郵送、持参の場合は〒860-8601広聴課（市庁舎8階）へ。

　梅雨のシーズン到来です。長雨が続くとじめじめといやな思い
をするだけでなく、土砂災害なども心配になります。平成19年、
梅雨前線の停滞により熊本市に避難準備勧告が出されたとき、避

難所設置のためばたばたと走り回ったことを思い出します。地下水に恵まれ、
水の豊かな熊本ですが、これまで水害も多く受けてきた熊本でもあります。備
えはしっかりとしておきたいですね。　　　　　　　　　　　　　　　　  （K）

再生紙を使用しています

ひごまるコール☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp

熊本市コールセンター

096-334-1500
さあ みんな知ってる  ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

市役所での手続き、施設案内、イベント情報などの問い合わせにお答えします！

配布に関するお問い合わせ
市政だより配布センター　0120-887-778

富合町・城南町にお住まいの方は各総合支所へ。

　北近江の戦国武将・浅井長政を攻め滅ぼした功績により、

織田信長から浅井氏の旧領を与えられた秀吉は、天正元年

（1573年）頃から長浜に本格的な城郭と城下町の建設に着手

しました。自身初めての居城であったため、この頃に秀吉は、

名実ともに信長配下の武将としての地位を確立したと言え

るでしょう。このように秀吉が長浜に城と城下町を建設し、

信長の重臣として台頭してきた時期に清正は秀吉に仕え始

めました。ちなみに、秀吉は本能寺で信長が自害する天正10

年まで長浜を本拠地とし、翌年には大坂城の築城に着手する

など、本拠地を長浜から大坂に移しました。これに合わせて

清正も、長浜から大坂に移り住んだと考えられます。

　さて、長浜時代の清正について、後世に書かれた「清正記」

には、どのように記されているのでしょうか。それによれば、

清正が15歳になって元服した時、秀吉が「加藤虎之助」と名付

けて、170石の領地を与えたと記されています。しかも、その

後、長浜城下で乱暴者を召し捕った褒美として200石を加増

されています。また、「加藤家伝」という伝記にも「虎之助十五

歳、落前髪、虎之助清正ト称シ、初メテ采地百七石ヲ領シ」と

記されています。このように今までの通説では、15歳で虎之

助（または清正）と名乗り始め、秀吉から170石の領地を与え

られたと理解されてきました。しかし、これらについては、そ

れを裏付ける当時の史料が残されていないため、後世に創作

された可能性も否定できません。領地に関して現在確認でき

る確実な史料では、清正が19歳の時に秀吉から近江国に120

石を与えられるのが初見ですので、それ以前に15歳の少年

に対して170石を与え、さらに乱暴者を召し捕った程度で

200石を加増するとはとても考えにくいのです。それに、肝

心の領地の場所が不明ですので、やはり後世に創作されたと

見るべきでしょう。

　名前に関して言えば、伝記資料や現在のほとんどの本には

「虎之助」と書かれていますが、当時の史料には「虎介」と書か

れています。秀吉が清正に出した手紙の宛名は「虎介」です

し、また清正自身も「虎介」と名乗っていますので、正しくは

「虎之介」と表記するべきなのかもしれません。ちなみに、清

正20歳前後の花押（サイン）は「虎」の上の部分と「介」の文字

を組み合わせたものを使用していました。

　以上のように10代の清正の様子については、後世に書か

れた伝記資料しか頼るべき史料が残されていないため、史実

とは言い難い内容も多く含まれているようです。清正は19

歳頃まで戦に出た形跡がないため、それまでは羽柴家の家政

向きの仕事に従事していたものと思われます。

　清正の名前が確かな史料に現れ、歴史上に登場するのは、

彼が19歳の時、天正8年まで待たなければなりません。
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▲昭和58年に再建された長浜城
　（長浜城歴史博物館提供）

〈2〉長浜時代

午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

わくわく親善大使については、わくわく都市くまもとホームページ
　　　　　　　　　　　　で紹介しています。検　索わくわく都市くまもと

　本市には、熊本市を応援してくれる著名人の方
「わくわく親善大使」が16人と1団体います。
　今回は、朝日 健太郎さんを紹介します。

　朝日さんは、本市出身のビーチバレー選手。中学校からバ

レーボールを始め、鎮西高校時代に春の高校バレーとイン

ターハイで準優勝。法政大学進学後も活躍し、大学在籍中に

全日本代表に選出されました。

　2002年にビーチバレーに転向。白鳥勝浩選手とペア結成

後、2007年に国内ツアーでは史上初の国内大会完全制覇を

達成。2008年には、念願の北京オリンピックに出場し、日本

人初の決勝トーナメントに進出しました。快進撃を続ける

朝日さんの目標は、2012年ロンドンオリンピックでの表彰

台です。朝日さんをみんなで応援しましょう！

　今回、朝日さんのサイン入りTシャツを1人にプレゼン

ト！6月17日までにはがきに、住所、氏名、年齢と朝日さん

へのメッセージを書いて〒860-8601シティプロモーショ

ン課（☎096-328-2072）へ。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえます。

朝日 健太郎さん

（広聴課　☎096-328-2075）
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このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
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参加者募集!参加者募集!
「まちづくりトーク」「まちづくりトーク」

「こんな熊本市にしたい」など、まちづくりについての
意見や提案を直接、市長と話してみませんか。

「こんな熊本市にしたい」など、まちづくりについての
意見や提案を直接、市長と話してみませんか。

　10歳前後で羽柴秀吉（後の豊臣秀吉）に仕え始めた加藤清

正は、10代の少年期を秀吉の本拠地である近江国長浜（現在

の滋賀県長浜市）で過ごしました。しかし、残念ながら長浜時

代の清正の活動を伝える当時の史料はほとんど残されてい

ません。今回は、伝記資料を中心に10代の頃の清正について

見ていきます。
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復興へ向けて…被災地への支援

くらしの情報・お知らせ

受講生募集

催し　来て・見て・参加しよう

加藤清正の実像　ほか

今年もくまもと「水」検定が
始まります！
・ 「水防」　梅雨の備え・土砂災害

344,459（－1,124） 388,373（－518）732,832（－1,642） 303,080（＋123）平成23年4月1日現在
（　）内は前月比

市 の 人 口
総　数 男　性 女　性 世帯数

休みの日は、子どもとよく八景水谷公園に出かけます。広場で思いっき
り遊んだ後は、川に入ったり…。自然の中で遊ぶ子どもは生き生きして
います。身近にある自然からたくさん学んでほしいと思います。

市政だより
熊本市広報課 〒860-8601熊本市手取本町1番1号 ☎096-328-2111（代表） ファクス096-324-1713　電子メール kouhou@city.kumamoto. lg.jp発 行
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平成23年

表紙を飾る作品（写真・絵・イラストなど）を募集しています。
テーマは「熊本市のイイ！ところ」（人・風景・イベントなど）。
氏名・連絡先・作品の説明を書いて、作品を〒860-8601広報課
（☎096-328-2043）へ。

市政だよりの
表紙募集

あなたの作品が表紙に！

表紙説明／『八景水谷公園』　藤本 雅子さん（兎谷）
は  けの  み   や

熊本市の
ここが
イイ！


